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　｢赤い羽根共同募金運動」が全国一斉に始まりました。
　平成２５年度も、街頭募金をはじめ、戸別募金、法人募金、学校募金、職域募金などの方法で１０月１日から
１２月３１日まで各種団体のご協力のもと実施します。皆様からの募金は、高齢者、障がい者、子ども達などへ
の地域福祉活動を支援するため役立っています。
　また、共同募金の一環として「歳末たすけあい運動」も実施いたします。この募金は、市内の支援を必要とす
るひとり暮らしや寝たきりの高齢者や障がい者などに配分されます。
　両募金とも、共同募金の趣旨に賛同いただき、「赤い羽根共同募金」は、一世帯３２０円以上「歳末たすけあ
い募金運動」は、２５０円以上の戸別募金にご協力くださいますようお願いいたします。
　皆様からの温かいご理解とご協力をお願いいたします。
平成２５年寒河江市募金目標額：赤い羽根募金５,１７０,０００円・歳末たすけあい募金２,７００,０００円

平成２４年街頭募金活動（県立寒河江工業高校）平成２４年街頭募金活動（県立寒河江工業高校）

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
年３回、７月・10月・２月に寒河江市社協から福祉情報をお届けしています。

寒河江市社会福祉協議会だより寒河江市社会福祉協議会だより
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あなたの募金が自分の町を良くします
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ふれあいサロン事業、老人福祉事業、一日おたのしみ体験事業、児童遊園整備事業、母と子の集い事業、福祉だより発行事業、
ふれあい相談事業、福祉のまち大会事業など。

社会福祉協議会が実施している地域福祉事業です。地域福祉推進事業

さくらんぼワナゲ大会事業
65歳以上の方の
介護予防や健康増
進のためワナゲ大
会を開催します。

福祉活動団体応援事業
ボランティア等が
行う事業や機材の
整備に助成金を交
付し自主的な福祉
活動を応援しま
す。

福祉教育推進事業

その他事業

市内小、中学校と
高等学校に福祉教
育推進事業交付金
を交付し地域と協
働の福祉教育を推
進します。

ボランティアフェスティバル事業
市内ボランティア
グループが一堂に
会しての活動発表
と情報交換の場と
してフェスティバ
ルを開催します。

地域福祉活動研修事業
地域福祉活動を推
進するため各種研
修会を開催しま
す。

社会福祉施設での備
品購入や、地区社協活
動、視覚障がい者パソ
コン教室、災害時用発
電機購入などの費用
に使われています。

ふれあいサロン事業 母と子の集い事業児童遊園整備事業老人レクリエーション事業 福祉のまち大会事業

～あなたの善意がこの事業を支えています～

赤い羽根共同募金の使いみち赤い羽根共同募金の使いみち
平成25年度配分総額  5,059,715円は下記の事業などに使われています｡

たくさんの善意をいただきありがとうございました！！
今年度もみなさんのあたたかいご支援を

よろしくお願い致します。
共同募金会寒河江市支会

平成24年度の寒河江市共同募金実績
赤い羽根共同募金 歳末たすけあい募金

実 績 額 5,030,830円 実 績 額 2,774,885円
内 訳 戸別募金　　 3,454,490 円 内 訳 戸別募金 2,722,502 円

法人・大口募金 1,109,000 円 篤志募金 52,383 円
街頭募金 116,721 円
学校募金 192,717 円
その他の募金 157,902 円

●私たちのまちの共同募金の使い道を詳しくご覧いた
　だけます 赤い羽根 検索
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理事・監事
役　職 氏　名 選出区分 役　職 氏　名 選出区分

会 長 大竹　　正 学識経験者 理 事 安食孫四郎 市民生児童委員協議会副会長
副 会 長 鈴木　公章 学識経験者 理 事 大場　正弘 市町会長連合会会長
副 会 長 丹野　敏晴 副市長 理 事 佐藤政之助 市老人クラブ連合会副会長
常 務 理 事 菅野　英行 市福祉事務所所長 理 事 阿部和歌子 ボランティア代表
理 事 三瓶　正博 寒河江地区社協 理 事 石川トキエ 学識経験者
理 事 髙橋　康成 西根地区社協 理 事 安食　昭子 学識経験者
理 事 佐藤　健哉 柴橋地区社協 監 事 加藤　浩規 学識経験者
理 事 菊地　広行 白岩地区社協 監 事 小野クナ子 行政経験者
理 事 大沼　幸男 市民生児童委員協議会会長

（17名）	 ※任期は平成25年９月６日から平成27年９月５日までの２年間

評 議 員 （31名）	 ※任期は平成25年９月１日から平成27年８月31日までの２年間

氏　名 選出区分 氏　名 選出区分 氏　名 選出区分
秋場　　元 寒河江地区社協 古澤喜美子 中部地区民生児童委員 佐藤　孝悉 市身体障害者福祉協会会長
岡澤　利夫 南部地区社協 大沼五兵衛 白岩地区民生児童委員 菅野　榮子 市母子寡婦福祉連合会会長
尾形　賢美 西根地区社協 那須　義行 寒河江学園園長 髙橋　一重 市手をつなぐ育成会会長
奥山堅悟郎 柴橋地区社協 後藤　正弘 長生園園長 渡邉美代子 JAさがえ西村山女性部寒河江支部長
鈴木　昭一 高松地区社協 平松　　潔 寒河江共労育成園園長 菊地　道子 国際ソロプチミスト寒河江会長
佐藤　正義 醍醐地区社協 樋口　尚樹 しらいわ施設長 安孫子愼一郎 ボランティア代表
悪七　賢一 白岩地区社協 柳生　法雄 寒河江やすらぎの里理事長 後藤　政明 東部地区民生児童委員
土田　和廣 三泉地区社協 佐藤志津男 市学校長会代表 川野　秀子 市更生保護女性会会長
佐藤　克也 寒河江地区民生児童委員 木村仁一郎 寒河江ロータリークラブ副会長 渡辺　優子 市健康福祉課課長補佐
芳賀　和也 東部地区民生児童委員 酒井原雄大 寒河江青年会議所副理事長
伊藤　秀一 中部地区民生児童委員 茂木　藤雄 市公民館連絡協議会副会長
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社会福祉協議会
☎ 83－3220
FAX 83－3221

☎ 83－3220
FAX 83－3221☎ 83－3207　FAX 83－3221

☎ 87－1328
FAX 87－1330

☎ 83－3225
FAX 83－3221

訪問介護事業所・訪問入浴介護事業所
居宅介護支援事業所

ボランティアセンター 老人福祉センター 総合子どもセンター

平成25年度地区社会福祉協議会役員名平成25年度地区社会福祉協議会役員名福祉推進員初任者研修会福祉推進員初任者研修会

社 協 と ぴ っ く す社 協 と ぴ っ く す

◆ 会　　長　大場　正弘
◆ 副 会 長　佐藤　克也
◆ 副 会 長　三瓶　正博

◆ 会　　長　鈴木　昭一
◆ 副 会 長　伊藤　　勉

高松地区社協

◆ 会　　長　髙橋　康成
◆ 副 会 長　尾形　賢美

西根地区社協

寒河江地区社協

◆ 会　　長　岡澤　利夫
◆ 副 会 長　井上　正博
◆ 副 会 長　庄司　　勇

◆ 会　　長　佐藤　正義
◆ 副 会 長　布川　冨夫
◆ 副 会 長　古澤喜美子

醍醐地区社協

◆ 会　　長　土田　和廣
◆ 副 会 長　秋場　健悦
◆ 副 会 長　後藤　政明

三泉地区社協

◆ 会　　長　菊地　広行
◆ 副 会 長　大沼五兵衛
◆ 副 会 長　悪七　賢一
◆ 副 会 長　鈴木　栄子

白岩地区社協

南部地区社協

◆ 会　　長　奥山堅悟郎
◆ 副 会 長　板坂　豊治
◆ 副 会 長　安食孫四郎

柴橋地区社協

　福祉推進制度がスタートして３年目になります。お
蔭様で、設置率も91.5％となり、251名の福祉推進員
が誕生しました。
　７月11日（木）には新に福祉推進員となられました
皆様にお集まりいただき、見守りや支え合いの基本的
な活動についての初任者研修会を開催しました。地域
の方々が安心して暮らせる福祉の町づくり推進のため
に協力をお願いしました。

地区社協役員を紹介します地区社協役員を紹介します

寒河江市ボランティアフェスティバル2013寒河江市ボランティアフェスティバル2013
～広めよう　人の和　地域の輪～

　ボランティア団体のこれまでの成果を市民の方々に見ていただく発表の場を
設け地域活動につながるようボランティアフェスティバルを開催します。
　今年度は、村山地域のボランティア団体も参加します。
　どなたでも参加できますので、お誘い合わせの上ご来場ください。

・南部ぶち合わせ太鼓（南部小学校）
・がまの油売り口上（山形市）
・男声合唱（天童市）
・ギター演奏と手話歌（アリオン・かがやき）
・音訳活動について（おとわの会）
・とんと昔（寒河江昔語りの会）

・点字体験（いっちゃん会）
・おはなし会（ムーミンママクラブ他）
・楽器で遊ぼう（笑顔会）
・聴き上手になろう（はあとの会）
・折り紙（さくらの会）
・Ｏ・ＭＯ・ＴＥ・ＮＡ・ＳＩ（ホワイト）
・簡単クラフト（ガールスカウト）
・民族衣装を着てみよう（平和まつり）
・ハンドマッサージ（シナリー）

・みんなで年賀状を送ろう（なごみ会）

・「一杯のかけそば」上映

・和菓子と抹茶でおもてなし

ボランティアステージ発表会

絵手紙コーナー

寒河江高校茶道部の抹茶コーナー

なつかしの映写会

100円喫茶コーナー
おいしい
ケーキと
コーヒー

活動展示コーナー
村山地域内及び

市内のボランティア
活動紹介

ボランティア体験コーナー
スタンプ

ラリーで景品を
もらおう

来場者には と と をプレゼントします。（先着300名様）

ハートフルセンター11月10日㈰ 午前9時30分
～午後2時50分

と　き ところ

情 報 案 内 板情 報 案 内 板

ステージ発表 １００円喫茶コーナー


